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佐
賀
中
学
校

『
人
間
を
大
事
に
』

〜
自
他
と
も
に

大
切
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
〜

校
長
　
谷
　
範
浩

りよだ校学

◆
は
じ
め
に

　
本
校
は
『
人
間
を
大
事
に
』
を

学
校
教
育
目
標
と
し
、「
人
権
・

同
和
」
教
育
を
根
底
に
据
え
、
い

じ
め
や
差
別
を
許
さ
な
い
人
と
し

て
の
生
き
方
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

全
校
生
徒
８１
人
で
、
日
々
の
授
業

や
部
活
動
、
さ
ら
に
生
徒
会
活
動

や
学
校
行
事
に
と
、
全
校
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
は
、『
佐
中
祭
』
が
始
ま
っ

て
１５
周
年
に
な
り
ま
す
。
す
っ
か

り
地
域
の
行
事
と
し
て
定
着
し
、

毎
年
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み

に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も

昨
年
同
様
、
雨
の
中
で
し
た
が
、

６
月
２７
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
、
役
割
を
分
担

し
、
３
年
生
を
中
心
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
店
舗
で
活
躍
し
て
い
る

姿
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、部

活
動
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
店
舗
や

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
・
和
太
鼓
・
バ
ト

ン
ト
ワ
リ
ン
グ
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

も
あ
り
、
佐
中
祭
を
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

【
基
礎
学
力
の
定
着
と
充
実
】

◆
授
業
改
善
と
家
庭
学
習

　
本
校
で
は
、
昨
年
度
か
ら
特
別

支
援
教
育
を
柱
に
し
た
学
校
づ
く

り
指
定
事
業
を
受
け
、
校
内
研
究

テ
ー
マ
を
『
「
自
ら
学
ぶ
力
」
を
育

て
る
指
導
方
法
の
研
究
〜
考
え
、

か
か
わ
り
、
つ
な
が
り
、
高
ま
る

〜
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
基

づ
い
た
授
業
づ
く
り
を
通
し
て
〜
』

と
し
て
、「
基
礎
学
力
の
定
着
と

充
実
」
お
よ
び
「
仲
間
づ
く
り
」
を

推
進
す
る
た
め
に
、「
学
力
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」・「
仲
間
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
２
部
会
を
中

心
に
校
内
研
修
を
充
実
さ
せ
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
下
の
表
は
、
本
年
度
実
施
し
た

標
準
学
力
調
査
に
お
け
る
佐
賀
中

学
校
の
学
力
の
状
況
で
す
。
３
年

生
は
、
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査

を
実
施
し
た
関
係
で
、
英
語
と
社

会
の
み
実
施
し
て
い
ま
す
。
１
年

生
は
、
理
科
が
全
国
平
均
を
下
回

っ
た
も
の
の
、
各
教
科
と
も
全
国

平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
２
年

生
は
、
国
語
・
数
学
・
英
語
が
全

国
平
均
を
上
回
り
、
社
会
と
理
科

が
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
・
２
年
生
と
も
数
学
の
伸
び
が

顕
著
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
３
年
生

は
、
英
語
が
全
国
平
均
を
上
回
っ

た
も
の
の
社
会
科
は
わ
ず
か
に
下

回
っ
て
い
ま
す
。

　
学
年
や
教
科
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
基
礎

学
力
の
定
着
を
図
り
、
学
力
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
日
々
の
授

業
の
充
実
と
家
庭
学
習
を
定
着
さ

せ
る
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
形
成
テ
ス
ト（
授
業

始
め
の
５
分
間
テ
ス
ト
）を
導
入

し
た
授
業
づ
く
り
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
の
取
り
組
み
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
ン
ズ

（
パ
ソ
コ
ン
教
材
）の
活
用
や
、ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
全
生
徒
に
配
布

し
、
授
業
で
活
用
し
な
が
ら
、だ

れ
も
が
「
わ
か
る
、
で
き
る
」
授

業
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
仲
間
づ
く
り
】

◆
生
徒
会
活
動
や

　
　
　
学
校
行
事
を
通
し
て

　
本
校
で
は
、
授
業
だ
け
で
な
く

生
徒
会
活
動
・
部
活
動
や
学
校
行

事
を
通
し
て
、
仲
間
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
本
校

の
３
大
行
事
と
い
え
る
の
が
、「
佐

中
祭
」「
運
動
会
」「
人
権
集
会
」

に
な
り
ま
す
。

　
生
徒
会
執
行
部
や
３
年
生
を
中

心
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
み

な
が
ら
、『
自

他
と
も
に
大

切
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
』

よ
う
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

【
防
災
教
育
】

　
本
年
度
も
、
地
震
・
津
波
か
ら

命
を
守
る
防
災
教
育
を
積
極
的
に

推
進
し
、
自
ら
の
命
を
守
る
た
め

に
「
主
体
的
に
行
動
し
、
正
し
く

判
断
で
き
る
力
」
を
育
て
る
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
防
災
教
育
の
目
標
を
「
人
間
を

大
事
に
す
る
」
と
し
、
防
災
学
習

を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
参

観
日
に
保
護
者
と
一
緒
に
避
難
訓

練
を
実
施
し
た
り
、
保
育
所
・
小

学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、今
後
も

学
校
と
家
庭
・
地
域
と
と
も
に
、

命
と
生
活
を
自
ら
守
る
た
め
の
防

災
教
育
の
充
実
を
、
よ
り
一
層
図

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

標準学力調査結果（全国を1とする）

国語
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英語


